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１ 各会計予算規模の推移

　介護保険特別会計は、保険給付費（施設介護サービス給付事業）の増などにより、対前年比

4.9％増の20億5,777万8千円を計上しました。

　令和３年度においては、喫緊の課題である新型コロナウイルス感染症対策のほか、第６期美幌町

総合計画の基本目標に沿って取り組むべき課題を整理のうえ、安全で安心な暮らしを支えるための予

算を計上するとともに、公共施設整備に係る関連経費、商工業及び観光、教育分野の充実などに予

算を配分しました。

　その結果、一般会計は111億5,403万8千円、対前年比28億9,827万2千円、率で20.6％の減、特

別会計62億5,899万9千円、企業会計38億6,255万4千円となり、全会計で212億7,559万1千円、

対前年比24億406万2千円、率で10.2％の減となりました。

　国民健康保険特別会計は、保険給付費（高額療養費支給事業）の増などにより、対前年比

0.1％増の26億1,698万1千円、後期高齢者医療特別会計は、後期高齢者医療広域連合負担事

業費の増などにより、対前年比6.1％増の3億3,963万2千円を計上しました。
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国民健康保険・後期高齢者医療特別会計予算規模の推移
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単位：千円介護保険特別会計予算規模の推移
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　公共下水道特別会計は、建設事業費（終末処理場受変電設備更新工事）の増などにより、

対前年比13.6％増の11億2,784万4千円、個別排水処理特別会計は、建設事業費（個別浄化

槽設置工事）の増などにより、対前年比7.1％増の1億1,676万4千円を計上しました。

　水道事業会計は、建設改良費（水道施設・管路整備事業）の増などにより、対前年比19.2％

増の13億9,300万9千円、病院事業会計は、医業費用（臨時医師報酬、医師紹介手数料）の増

などにより、対前年比0.3％増の24億6,954万5千円を計上しました。

　令和３年度美幌町各会計の予算規模の割合は次のようになっています。

875,615 906,255 880,762 

1,168,285 

1,393,009 

2,470,325 2,595,367 2,574,884 2,462,016 2,469,545 

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3

単位：千円

水道事業・病院事業会計予算規模の推移 水道会計 病院会計

一般会計

52.4%

国民健康保険特別会計

12.3%

後期高齢者医療

特別会計 1.6% 

介護保険特別会計

9.7%

公共下水道

特別会計 5.3%

個別排水処理

特別会計 0.6%

水道事業会計

6.5%

病院事業会計

11.6%

令和３年度各会計の予算規模

予算総額 212億7,559万1千円

1,149,129 
1,065,655 1,008,404 992,559 

1,127,844 

97,462 101,698 105,508 109,004 116,764 

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3

単位：千円

公共下水道・個別排水処理特別会計予算規模の推移
下水会計 個排会計
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２ 令和３年度一般会計歳出予算の科目別配分状況

　令和３年度と令和２年度の一般会計予算の歳出を科目別に比較しました。

　令和３年度は民生費が最も多く、次いで職員給与費の順になっています。

　総務費及び教育費は、役場庁舎の改築、屋内多目的運動場の整備がそれぞれ完了したことにより、

令和２年度から大幅な減額となっています。

　令和３年度の各科目ごとの配分は次のようになっています。

1,919,418

1,154,185

1,116,850

992,929

952,094

758,729

639,194

497,175

428,359

81,431

25,704

1,000

1,902,633

1,026,882

1,069,249

905,738

3,260,568

1,419,167

866,446

432,665

520,537

82,068

25,621

1,000

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000 3,000,000 3,500,000

民生費

職員給与費

衛生費

土木費

公債費

総務費

教育費

農林水産業費

商工費

消防費

議会費

労働費

予備費 総額 111億5,403万8千円

単位：千円
一般会計各科目別予算額

令和３年度

令和２年度

2,586,970

2,539,736 

民生費

23.2%

職員給与費

17.2%
衛生費

10.4%

土木費

10.0%

公債費

8.9%

総務費

8.5%

教育費

6.8%

農林水産業費

5.7%

商工費

4.5%

消防費

3.9%

議会費

0.7% 労働費

0.2%

予算の科目別配分
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３ 令和３年度一般会計歳入予算の内訳

　町の収入で一番多いのは、国から配分される地方交付税で38億3,500万円、次いで町税21億

7,700万9千円、国庫支出金10億3,690万2千円の順になっています。

　町債は、役場庁舎の改築、屋内多目的運動場の整備完了に伴い、令和２年度から大幅な減

額となっています。

　各科目の歳入総額に占める割合は、次の円グラフのとおりです。

3,835,000

2,177,009

1,036,902

966,534

822,097

702,158

471,570

418,001

288,524

169,663

105,173

62,004

35,857

23,267

10,000

9,455

7,759

4,585

3,036

2,685

2,437

321

1

3,895,000

2,211,661

1,285,120

2,913,705

985,216

1,141,149

467,489

426,532

294,421

179,022

109,216

45,004

36,251

4,731

10,000

26,560

10,500

4,045

1,650

2,601

2,110

326

1

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000 3,000,000 3,500,000 4,000,000

地方交付税

町税

国庫支出金

町債

道支出金

繰入金

諸収入

地方消費税交付金

使用料及び手数料

地方譲与税

分担金及び負担金

寄附金

財産収入

地方特例交付金

繰越金

環境性能割交付金

法人事業税交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

利子割交付金

交通安全対策特別交付金

国有提供施設等交付金

自動車取得税交付金

単位：千円
歳入の内訳

令和３年度

令和２年度
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34.4%
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19.5%
国庫支出金

9.3%

町債 8.7%道支出金
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繰入金

6.3%

諸収入 4.2%

地方消費税交付金

3.8％
使用料及び手数料

2.6%
地方譲与税

1.5%

分担金及び負担金

0.9%

その他

1.4%

歳入の割合
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４ 町税の推移と内訳

　町税の内訳（平成31年度決算）は、個人町民税が39.2％を占めており、次いで固定資産税

38.8％、町たばこ税7.3％、法人町民税6.6％、都市計画税5.3％、軽自動車税2.8％の順になっ

ています。

５ 管内市町村との税収の比較

　歳入に占める税収の割合を平成31年度決算で比較してみると、20.8％とオホーツク管内市町村の

中で2番目に高い割合となっています。

民税や固定資産税の減などにより、対前年比1.6％減の21億7,700万9千円の予算額となっています。

　自主財源である町税の収納率向上に向け、引き続き収納体制の強化に取り組んでいきます。

　町税の推移は次のとおりとなっており、令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響による個人町
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単位：％
管内市町村の歳入に占める税収の割合

個人町民税

39.2%

固定資産税

38.8%

町たばこ税

7.3%

法人町民税

6.6%

都市計画税

5.3%

軽自動車税

2.8%

税目別収入割合

2,253,819 2,244,640
2,272,841

2,211,661
2,177,009

96.6
96.4

96.6

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3

単位：千円・％

町税の推移
町 税

収納率
R2・R3は予算額

管内平均 15.6％

全道平均 23.1％

類似団体平均 33.4％
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６ 標準財政規模と地方交付税額

41億6,540万9千円と５番目となっています。

税が交付されていません。

係る経費）より基準財政収入額（町税等の収入額）が多いことから、地方交付税のうち普通交付

　平成31年度の標準財政規模（地方交付税や町税など使い道が特定されていない収入の規模）

と地方交付税額を表しています。

　管内市町村の標準財政規模は、北見市が347億7,038万8千円と最も高く、美幌町は67億993

万1千円と、３市１町（遠軽町）に次いで５番目となっています。

　なお、全道で泊村だけは、基準財政需要額（必要最低限の水準である一般的な行政サービスに

　一方、管内市町村の地方交付税額では、北見市が184億6,185万3千円と最も高く、美幌町は

34,770,388

11,677,670

9,845,462

9,070,599

6,709,931

5,575,551

5,039,657

4,800,321

3,599,298

3,469,483

3,346,441

3,202,601

3,076,314

2,839,226

2,838,855

2,760,183

2,681,857

1,366,597

18,461,853

6,571,927

6,772,472

6,749,278

4,165,409

3,356,143

3,774,350

3,523,293

2,842,485

2,756,888

2,645,201

2,352,205

2,441,243

2,227,697

2,493,999

2,056,814

2,386,331

1,269,018
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清里町
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単位：千円

管内市町村の標準財政規模及び地方交付税額
標準財政規模

地方交付税
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７ 基準財政収入額及び基準財政需要額の推移

８ 地方交付税の推移

るために、交付税総額の６％の範囲内で交付されます。

で行政を行うために必要な経費を一定の方法によって算出した額を表します。この差額が、地方交付税

（普通交付税）として国から交付されます。

　基準財政収入額とは、個々の地方公共団体が、標準的な状態において収入が見込まれる町税など

を一定の方法によって算定した額をいい、基準財政需要額は、個々の地方公共団体が標準的な水準

　特別交付税は、その年に生じた災害等特別の事情により多額の経費がかかる財政需要に反映させ

　地方交付税は、普通交付税と特別交付税の２種類に区分され、普通交付税は基準財政需要額

が基準財政収入額を超える分について、地方公共団体に対し交付されるものです。

3,770,466 3,694,689 3,675,691 3,769,553 3,770,529

372,686 366,965 361,587 395,856 388,955 

4,143,152 4,061,654 4,037,278
4,165,409 4,159,484

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 R2

単位：千円

地方交付税の推移
普通交付税

特別交付税

合計

5,886,475 

5,840,657 

5,822,595 

5,918,047 

6,050,144 

2,111,166 

2,141,360 

2,146,904 

2,143,282 

2,276,524 

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 R2

単位：千円

基準財政収入額及び基準財政需要額の推移 基準財政需要額

基準財政収入額
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９ 投資的経費の推移

10 町債の償還額と借入額の推移

11 各会計の町債残高の状況

　町債残高は、平成31年度末で美幌町全体で170億2,295万4千円となっています。

　１世帯当たりでは197万3千円(前年度203万7千円)、人口１人当たりでは88万5千円（前年度

　町債（借金）の償還額は、公的資金補償金免除繰上償還（低利率の町債への借換）や

89万8千円）となります（令和２年１月１日現在の世帯数・人口より）。ただし、町債の中には地

方交付税で補てんされる分があるため、借入金額がそのまま町民の負担となるわけではありません。

ンター耐震補強事業の減などにより前年度より借入額が減少していますが、今後も事業の優先度

新規発行の抑制により、平成16年度をピークに毎年減少しています。平成31年度は、スポーツセ

や緊急性、後年度への財政負担を考慮しながら、将来にわたって持続可能な財政運営に努めます。

　今後も、事業の必要性、優先度、事業効果などを十分検討し、後年度への財政負担を考慮し

ながら、必要な事業を推進します。

　投資的経費（普通建設事業、災害復旧事業等）の推移をグラフにしました。

496,495

1,607,494

1,898,810

3,914,288

9,105,867

個別排水処理特別会計

病院事業会計

水道事業会計

公共下水道特別会計

一般会計

総額 170億2,295万4千円

単位:千円各会計の町債残高

90.2
87.1

92.1 92.3 91.1

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

単位:億円一般会計町債残高の推移

932,730

1,923,584

2,400,585

1,698,823 1,724,248

192,448

1,214,674

1,718,847

907,779 741,211

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

単位：千円投資的経費の推移
投資的経費

内補助事業

1,187,793 1,118,332

1,085,792

1,073,870 995,213

629,302
719,662

1,532,372

1,025,263 819,195

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

単位：千円
町債の償還額と借入額の推移 償還額（利息含む）

借入額
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12 管内市町村の町債と基金残高の状況

　※一般会計分。人口は令和２年１月１日住民基本台帳人口による

　美幌町の基金の種類と金額は、平成31年度末で次のようになっています。

（貯金）の残高は、次のとおりです。町債は47万3千円、基金は28万2千円となっており、町債は

　平成31年度決算の管内市町村の一般会計における人口１人当たりの町債（借金）と基金

管内の市町村で一番低く、基金の額は15番目となっています。

1,616,167

1,525,131

962,691

696,007

231,335

131,667

116,975

43,583

28,008

23,684

18,915

15,525

15,492

7,992

財政調整基金

公共施設整備基金

役場庁舎改築基金

減債基金

福祉基金

屋内多目的運動場整備基金

ふるさとづくり基金

公営住宅敷金基金

未来への森林づくり基金

芸術文化振興基金

交通安全推進基金

森林環境譲与税基金

学校施設整備基金

総額 54億3,317万2千円

単位：千円
基金の状況
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清里町
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西興部村

単位：千円
管内市町村の人口１人当たりの町債と基金の状況

町債 基金

42.1 

45.9

49.4
50.9

54.3

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

単位:億円
基金残高の推移

【町債】

管内平均 1,056千円

全道平均 668千円

類似団体平均 340千円

【基金】

管内平均 327千円

全道平均 133千円

類似団体平均 111千円

田子高齢者生活活動支援
及び青少年スポーツ振興基金
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13 財政状況

○　経常収支比率の状況

くる金額（経常的収入）で割り返したものです。

　例えば、この比率が80％であれば、その年に自由に使えるお金は20％となります。したがって、この比

率が低いほど、様々な事業にお金を使えるということになります。

　平成31年度の管内市町村の状況は次のグラフのとおりですが、美幌町は77.3％となっており、管内

　美幌町の経常収支比率の推移は、次のとおりとなっています。

　今後もさらなる経常経費の抑制と税収等の財源確保に努めます。

　財政状況を把握するための指標の一つに「経常収支比率」があります。これは、人件費や施設維持

管理費など毎年決まって支出する金額（経常経費）を、町税や地方交付税など毎年決まって入って

平均（加重平均）の91.3％より低い値となっています。
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単位：％
経常収支比率の推移
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単位：％
管内市町村の経常収支比率

管内平均 91.3％

全道平均 92.5％

類似団体平均 91.5％

類似団体順位 1/99
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○　財政力指数の状況

　美幌町の財政力指数の推移は、次のとおりとなっています。

　過去の最高数値は昭和59年の0.406ですが、近年は0.35～0.37の間で推移しています。

できており、0.5であれば経費の半分を自分たちのお金でまかなっていることになります。

　平成31年度の管内市町村の状況は次のグラフのとおりですが、美幌町は0.366で管内平均（加重

平均）の0.332より高く、北見市、網走市、斜里町に次いで4番目となっています。

　その町の人口や面積に応じて標準的にかかるお金に対して、標準的な状態において収入が見込まれ

るお金がどの程度であるかを示す目安が｢財政力指数｣です。

　これは、町の体力を計る基準となるもので、例えば、指数が１であれば100％自分たちのお金で運営  
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財政力指数の推移
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管内市町村の財政力指数

管内平均 0.332

全道平均 0.479

類似団体平均 0.670

類似団体順位 95/99
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○　公債費負担比率の状況

　一般財源収入総額のうち、公債費に充てられた一般財源の割合を示す指数で、15％を超えると警

戒ライン、20％を超えると危険ラインと言われています。平成31年度決算では、美幌町は12.4％となっ

ています。

○　実質公債費比率の状況

　普通会計における町債の元利償還金のほか、公営企業会計及び一部事務組合等における町債の

元利償還金に対する普通会計からの負担金や償還金的な債務負担行為額なども加えた実質的な公

債費指標であり、25％が早期健全化団体、35％が財政再生団体となる基準となっています。

　平成31年度決算では、美幌町は8.6％で管内平均（加重平均）の9.6％よりは低いものの、全道

平均や類似団体平均より高い数値となっていることから、今後も特別会計を含めて歳入確保、歳出削

減、町債の新規発行を抑制するなど、健全で持続可能な財政運営を行っていきます。

　※早期健全化団体：破綻の一歩手前の状況で早期に財政の立て直しが必要な団体

　※財政再生団体：いわゆる「赤字再建団体」で破綻状態に陥った団体
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12.4

9.4 8.9 8.7 8.8 8.6 
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公債費負担比率、実質公債費比率の推移
公債費負担比率
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管内市町村の実質公債費比率
単位：％

管内平均 9.6％

全道平均 6.9％

類似団体平均 6.6％

類似団体順位 70/99
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14 人件費の状況

　歳出総額に対し、職員給与費・議員報酬などの人件費がどのくらい占めているかを見てみますと、

　※ラスパイレス指数…地方公務員と国家公務員の平均給与額を、国家公務員の職員構成を基準として、一般行政職における学歴　

　　　　　　　　　 別、経験年数別に比較し、国家公務員の給与を100とした場合の地方公務員の給与水準を示した指数。

平成31年度決算では、美幌町は12.8％と管内で割合の低い方から６番目に位置しています。

　美幌町の人口1,000人当たりの普通会計職員数は8.63人となっています。

　また、給与水準（ラスパイレス指数）は96.7％となっており、全道町村平均を下回っています。

　※普通会計職員数及びラスパイレス指数は、令和２年４月１日現在
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単位：％
管内市町村の人件費の割合
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単位：％

単位：人

管内市町村の職員定員管理（人口1,000人当たり普通会計職員数）

及び給与水準（ラスパイレス指数）

ラスパイレス指数

人口1,000人当たり普通会計職員数

管内平均 12.1％

全道平均 14.2％

類似団体平均 15.1％

【ラスパイレス指数】

全道町村平均 97.1％

全道市町村平均 97.1％

類似団体平均 97.4％

類似団体順位 36/99
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15 人口及び世帯数の推移

　人口は、平成以降で最も人口が多かった平成元年度の25,825人から減少傾向が続き、平成29年

度には19,680人と２万人を切り、令和２年度では18,660人となっています。また、世帯数も減少傾向

が続いています。

　第６期美幌町総合計画では、令和８年度の将来人口を18,000人と想定しており、今後も生産年

齢人口の減少や少子高齢化が加速することが懸念され、人口減少対策は重要な課題となっています。

　※参考：過去に最も人口が多かったのは、昭和35年9月末の28,616人

おわりに

　本町の財政状況は、平成２４年に策定した「第２次美幌町財政運営計画」に基づき、中長期

的な財政見通しの下、財政の健全化に向けた取り組みを強化してきた結果、概ね健全な状態とな

っておりますが、人口減少を背景とした町税・地方交付税などの歳入の減少が見込まれる中で、歳

出では、老朽化した公共施設の整備、高齢化による社会保障関連経費の増加などが避けられない

課題となっており、さらには、未だ収束が見通せない新型コロナウイルス感染症の暮らしや経済への影

響が懸念され、将来を見据えながら効率的・効果的な行政サービスの維持・提供を図っていく必要が

あります。

　新型コロナウイルス感染症対策をはじめ、人口減少対策など本町を取り巻く様々な課題を克服し

「美幌の活力を高め、次代につなげるまちづくり」の実現に向けて、行財政運営に最大限の努力を重

ねて参りますので、町民の皆様のご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

21,288 21,033 20,835 20,608 20,257 20,000 19,680 19,316 19,087 18,660

9,768 9,764 9,730 9,730 9,701 9,669 9,629 9,582 9,517 9,491

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

単 位：人・世帯

人 口：3月31日現在

世帯数：9月30日現在

人口と世帯数の推移（年度別）
人口 世帯数
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    （令和３年５月作成）

※本書は、地方財政状況調査（決算統計）、各会計決算書、国勢調査、

　オホーツク総合振興局地域創生部地域政策課市町村係提供資料等に

　基づき作成しています。

　　　 電話：0152-73-1111（代表）内線：2151、2152、2153

　　　　　　 0152-77-6530（直通）

　　　 FAX：0152-72-4869

　　　 メール：zaimug@town.bihoro.hokkaido.jp

　（お問合せ先）美幌町役場　総務部財務課財務グループ

令和３年グラフで見る財政状況


